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１．はじめに       アスファルト舗装のヒートアイランド現象抑制策として種々の保水性舗装の研

究開発が進められている．本報告は，アスファルト舗装発生材の再材料化により作製した常温化舗装材料に

よる多機能型舗装を試み，その舗装構造，温度特性および施工性などについて検討したものである． 

２．常温化材料の作製       常温化舗装材料（以下、常温化材料）の作製方法は既報 1）に準じた．

すなわち 160～180℃に加熱した密粒度アスファルト配合のアスファルト舗装発生材中に高炉スラグ微粉末

を投入・攪拌する．この過程で骨材表面はアスファルトが薄膜状で付着した粗・細骨材や細粒化アスファル

ト材に分離した状態に仕上がる．この材料が 60～80℃に降下した時点で超早強セメントを添加した．常温化

材料により作製した供試体は図-1に示すように，舗装材料として充分な安定度と，適当な吸水能力を併せ持

つ．また透水係数 3.61×10-2cm/s の透水能力を有する特性がある．この結果から，屋外の試験体での常温化

材料には最大粒形 13mmのアスファルト舗装発生材に高炉スラグ微粉末 13％を添加し，次にセメント 5％を

添加して作製したものと，最大粒形 5mm，高炉スラグ微粉

末 10％，セメント 8％からなる 2種類の常温化材料を準備

した．この材料はアスファルト混合物とは異なり再加熱の

必要がなく，現地において加水して混合・攪拌し，敷き均

し後に転圧する舗装材料である．これは事前に作製して，1

～2 ヶ月間の貯蔵が可能である．なお，締固め時の加水量

は最大粒形 13mmの常温化材料において 4.8％（総重量比），

最大粒形 5mmのものにおいては 7.4％とした． 
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図-1 微粉末添加量による安定度の検討

舗装構造 Ｄ 
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舗装構造 Ｂ 
（表層部保水性舗装） 

舗装構造 Ａ 
（保水型透水性舗装） 

図-2 各種舗装構造の断面図 

３．舗装構造の決定       試験施工に先立ち，図

-2に示すような 4種類の舗装構造を屋外に計画した．舗装

構造Ａは，表層に開粒度アスファルト混合物を，中間層と

基層にはそれぞれ最大粒形 13mm，5mmの常温化材料を設

置した 3層構造とし，中間層で保水して基層では緩やかに

雨水を浸透させるような舗装構造（以下，保水型透水性舗

装）とした．舗装構造Ｂは，表層に最大粒形 13mmの常温

化材料を使用した表層部保水性舗装である．舗装構造Ｃ，

Ｄは，密粒度舗装と排水性舗装であり，従来の舗装構造を

基本としている．この舗装体は 1 辺 50cm 程度の簡易舗装

であり，これにより温度を測定した．この結果による外気

温と各舗装の表面温度との温度差を図-3に示すが，密粒度

舗装に比して，舗装構造Ｂは 11℃程度，舗装構造Ａは 4℃

程度の温度低下が見られ，これらの舗装は路面温度低減に

有効な舗装構造であると推察される．しかし，カンタブロ
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試験での骨材飛散抵抗性は低く，表層に適用するには目標

値の 20％を満足する必要があり，セメント添加量は約 2倍

（10～12％添加）要することが判った．これらを総合的に

判断して，試験舗装には舗装構造Ａを採用した． 

４．試験施工とその温度特性       一般に，ヒー

トアイランド現象に関与する気象温度は 4～9月期，中でも

特に 7～9 月期と限定し，1994～2003 年の大阪管区気象台

資料から 3mm 以上を降雨として，連続晴天日の維持日数

を算出して図-4 に示した．過去 10 年間の気象から，4～9

月期における 7日間で雨が到来する確率は 76％，2週間ま

で含めると約 94％を示す．同様に 7～9月期のそれは 69％

および 86％の傾向から判断して，逆に秋・冬期の凍結現象

や路盤内に常時雨水を保持した舗装構造の耐久性を危惧す

ると保水型透水性舗装の保水機能の維持期間は 7日程度が

目標値と考えられる． 
これを踏まえて，保水型透水性舗装の保水能力や温度特

性の把握から，実験敷地内に 3m×10m の試験施工を行っ

た．舗装構造を図-5に示すが，保水量の増減と表層温度と

の把握から保水型透水性舗装の中間層厚は 5cm，10cm，

15cmの 3種類を施工した．また，保水型透水性舗装体内に

は，高降雨強度時の余剰水を迅速に排水する目的から，中

間層上部に特殊加工した塩ビ管を設置した．さらに，隣接

する舗装の境界部には隣接水の流入などを防ぐことから止

水壁を設けた．各舗装体内に埋設した熱電対温度センサー

で，各層の温度の経時的変化を記録した．図-6は 2003年 4

月 1日から 5月 5日までの 13時における表層温度を示した

が，保水型透水性舗装の中間層厚の相違による表層温度に

は顕著な影響が見られなかった．しかし，保水型透水性舗

装は排水性舗装に比して最大 2℃程度，密粒度舗装に比し

て最大 7℃程度の温度低減効果を示した．図-7は 16mm程

度の降雨後，日照 8時間以上の日数が 5日間継続した気象

条件のもとでの保水型透水性舗装と密粒度舗装との温度差

である．日数の経過につれて保水型透水性舗装体内に浸水

した雨水の効果が徐々に減少する傾向を示している．5 日

目の温度差は外気温の異常な急上昇が要因したものと云え，

約 5日間程度は保水機能が維持されると推察される． 
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図-3 表層温度と外気温との温度差 

図-6 舗装体内の温度記録 

夏季(7月～9月)の平均値 4月～9月の平均値 

図-4 各年の晴天連続期間の傾向 

図-5 屋外施工の舗装断面図 

５．まとめ       常温化材料は容易な施工性，早

期交通開放を可能とし，舗装構造内の用途により路面温度

抑制効果が期待できると云え，アスファルト舗装発生材の

保水型透水性舗装への適用も可能になると考えられる． 
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